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第1章

1 パウロ、シルワノ、テモテから、父なる神と主イエス・キリストにあるテサロニケ人の教会

へ。恵みと平安があなたがたにありますように。

2 私たちは、あなたがたのことを覚えて祈るとき、あなたがたすべてについて、いつも神に感謝

しています。

3 私たちの父である神の御前に、あなたがたの信仰から出た働きと、愛から生まれた労苦、私た

ちの主イエス・キリストに対する望みに支えられた忍耐を、絶えず思い起こしているからで

す。

4 神に愛されている兄弟たち。私たちは、あなたがたが神に選ばれていることを知っています。

5 私たちの福音は、ことばだけでなく、力と聖霊と強い確信を伴って、あなたがたの間に届いた

からです。あなたがたのところで、私たちがあなたがたのためにどのように行動していたか

は、あなたがたが知っているとおりです。

6 あなたがたも、多くの苦難の中で、聖霊による喜びをもってみことばを受け入れ、私たちに、

そして主に倣う者になりました。

7 その結果、あなたがたは、マケドニアとアカイアにいるすべての信者の模範になったのです。

8 主のことばがあなたがたのところから出て、マケドニアとアカイアに響き渡っただけでなく、

神に対するあなたがたの信仰が、あらゆる場所に伝わっています。そのため、私たちは何も言

う必要がありません。

9 人々自身が私たちのことを知らせています。私たちがどのようにあなたがたに受け入れてもら

ったか、また、あなたがたがどのように偶像から神に立ち返って、生けるまことの神に仕える

ようになり、

10 御子が天から来られるのを待ち望むようになったかを、知らせているのです。この御子こそ、

神が死者の中からよみがえらせた方、やがて来る御怒りから私たちを救い出してくださるイエ

スです。

第2章

1 兄弟たち。あなたがた自身が知っているとおり、私たちがあなたがたのところに行ったこと

は、無駄になりませんでした。

2 それどころか、ご存じのように、私たちは先にピリピで苦しみにあい、辱めを受けていたので

すが、私たちの神によって勇気づけられて、激しい苦闘のうちにも神の福音をあなたがたに語

りました。

3 私たちの勧めは、誤りから出ているものでも、不純な心から出ているものでもなく、だましご

とでもありません。

4 むしろ私たちは、神に認められて福音を委ねられた者ですから、それにふさわしく、人を喜ば

せるのではなく、私たちの心をお調べになる神に喜んでいただこうとして、語っているので

す。

5 あなたがたが知っているとおり、私たちは今まで、へつらいのことばを用いたり、貪りの口実

を設けたりしたことはありません。神がそのことの証人です。

6 また私たちは、あなたがたからも、ほかの人たちからも、人からの栄誉は求めませんでした。



7 キリストの使徒として権威を主張することもできましたが、あなたがたの間では幼子になりま

した。私たちは、自分の子どもたちを養い育てる母親のように、

8 あなたがたをいとおしく思い、神の福音だけではなく、自分自身のいのちまで、喜んであなた

がたに与えたいと思っています。あなたがたが私たちの愛する者となったからです。

9 兄弟たち。あなたがたは私たちの労苦と辛苦を覚えているでしょう。私たちは、あなたがたの

だれにも負担をかけないように、夜も昼も働きながら、神の福音をあなたがたに宣べ伝えまし

た。

10 また、信者であるあなたがたに対して、私たちが敬虔に、正しく、また責められるところがな

いようにふるまったことについては、あなたがたが証人であり、神もまた証人です。

11 また、あなたがたが知っているとおり、私たちは自分の子どもに向かう父親のように、あなた

がた一人ひとりに、

12 ご自分の御国と栄光にあずかるようにと召してくださる神にふさわしく歩むよう、勧め、励ま

し、厳かに命じました。

13 こういうわけで、私たちもまた、絶えず神に感謝しています。あなたがたが、私たちから聞い

た神のことばを受けたとき、それを人間のことばとしてではなく、事実そのとおり神のことば

として受け入れてくれたからです。この神のことばは、信じているあなたがたのうちに働いて

います。

14 兄弟たち。あなたがたはユダヤの、キリスト・イエスにある神の諸教会に倣う者となりまし

た。彼らがユダヤ人たちに苦しめられたように、あなたがたも自分の同胞に苦しめられたから

です。

15 ユダヤ人たちは、主であるイエスと預言者たちを殺し、私たちを迫害し、神に喜ばれることを

せず、すべての人と対立しています。

16 彼らは、異邦人たちが救われるように私たちが語るのを妨げ、こうしていつも、自分たちの罪

が満ちるようにしているのです。しかし、御怒りは彼らの上に臨んで極みに達しています。

17 兄弟たち。私たちは、しばらくの間あなたがたから引き離されていました。といっても、顔を

見ないだけで、心が離れていたわけではありません。そのため、あなたがたの顔を見たいと、

なおいっそう切望しました。

18 それで私たちは、あなたがたのところに行こうとしました。私パウロは何度も行こうとしまし

た。しかし、サタンが私たちを妨げたのです。

19 私たちの主イエスが再び来られるとき、御前で私たちの望み、喜び、誇りの冠となるのは、い

ったいだれでしょうか。あなたがたではありませんか。

20 あなたがたこそ私たちの栄光であり、喜びなのです。

第3章

1 そこで、私たちはもはや耐えきれなくなり、私たちだけがアテネに残ることにして、

2 私たちの兄弟であり、キリストの福音を伝える神の同労者であるテモテを遣わしたのです。あ

なたがたを信仰において強め励まし、

3 このような苦難の中にあっても、だれも動揺することがないようにするためでした。あなたが

た自身が知っているとおり、私たちはこのような苦難にあうように定められているのです。



4 あなたがたのところにいたとき、私たちは前もって、苦難にあうようになると言っておいたの

ですが、あなたがたが知っているとおり、それは事実となりました。

5 そういうわけで、私ももはや耐えられなくなって、あなたがたの信仰の様子を知るために、テ

モテを遣わしたのです。それは、誘惑する者があなたがたを誘惑して、私たちの労苦が無駄に

ならないようにするためでした。

6 ところが今、テモテがあなたがたのところから私たちのもとに帰って来て、あなたがたの信仰

と愛について良い知らせを伝えてくれました。また、あなたがたが私たちのことを、いつも好

意をもって思い起こし、私たちがあなたがたに会いたいと思っているように、あなたがたも私

たちに会いたがっていることを知らせてくれました。

7 こういうわけで、兄弟たち。私たちはあらゆる苦悩と苦難のうちにありながら、あなたがたの

ことでは慰めを受けました。あなたがたの信仰による慰めです。

8 あなたがたが主にあって堅く立っているなら、今、私たちの心は生き返るからです。

9 あなたがたのことで、どれほどの感謝を神におささげできるでしょうか。神の御前であなたが

たのことを喜んでいる、そのすべての喜びのゆえに。

10 私たちは、あなたがたの顔を見て、あなたがたの信仰で不足しているものを補うことができる

ようにと、夜昼、熱心に祈っています。

11 どうか、私たちの父である神ご自身と、私たちの主イエスが、私たちの道を開いて、あなたが

たのところに行かせてくださいますように。

12 私たちがあなたがたを愛しているように、あなたがたの互いに対する愛を、またすべての人に

対する愛を、主が豊かにし、あふれさせてくださいますように。

13 そして、あなたがたの心を強めて、私たちの主イエスがご自分のすべての聖徒たちとともに来

られるときに、私たちの父である神の御前で、聖であり、責められるところのない者としてく

ださいますように。アーメン。

第4章

1 最後に兄弟たち。主イエスにあってお願いし、また勧めます。あなたがたは、神に喜ばれるた

めにどのように歩むべきかを私たちから学び、現にそう歩んでいるのですから、ますますそう

してください。

2 私たちが主イエスによって、どのような命令をあなたがたに与えたか、あなたがたは知ってい

ます。

3 神のみこころは、あなたがたが聖なる者となることです。あなたがたが淫らな行いを避け、

4 一人ひとりがわきまえて、自分のからだを聖なる尊いものとして保ち、

5 神を知らない異邦人のように情欲におぼれず、

6 また、そのようなことで、兄弟を踏みつけたり欺いたりしないことです。私たちが前もってあ

なたがたに話し、厳しく警告しておいたように、主はこれらすべてのことについて罰を与える

方だからです。

7 神が私たちを召されたのは、汚れたことを行わせるためではなく、聖さにあずからせるためで

す。

8 ですから、この警告を拒む者は、人を拒むのではなく、あなたがたにご自分の聖霊を与えてく

ださる神を拒むのです。



9 兄弟愛については、あなたがたに書き送る必要がありません。あなたがたこそ、互いに愛し合

うことを神から教えられた人たちで、

10 マケドニア全土のすべての兄弟たちに対して、それを実行しているからです。兄弟たち、あな

たがたに勧めます。ますます豊かにそれを行いなさい。

11 また、私たちが命じたように、落ち着いた生活をし、自分の仕事に励み、自分の手で働くこと

を名誉としなさい。

12 外の人々に対して品位をもって歩み、だれの世話にもならずに生活するためです。

13 眠っている人たちについては、兄弟たち、あなたがたに知らずにいてほしくありません。あな

たがたが、望みのない他の人々のように悲しまないためです。

14 イエスが死んで復活された、と私たちが信じているなら、神はまた同じように、イエスにあっ

て眠った人たちを、イエスとともに連れて来られるはずです。

15 私たちは主のことばによって、あなたがたに伝えます。生きている私たちは、主の来臨まで残

っているなら、眠った人たちより先になることは決してありません。

16 すなわち、号令と御使いのかしらの声と神のラッパの響きとともに、主ご自身が天から下って

来られます。そしてまず、キリストにある死者がよみがえり、

17 それから、生き残っている私たちが、彼らと一緒に雲に包まれて引き上げられ、空中で主と会

うのです。こうして私たちは、いつまでも主とともにいることになります。

18 ですから、これらのことばをもって互いに励まし合いなさい。

第5章

1 兄弟たち。その時と時期については、あなたがたに書き送る必要はありません。

2 主の日は、盗人が夜やって来るように来ることを、あなたがた自身よく知っているからです。

3 人々が「平和だ、安全だ」と言っているとき、妊婦に産みの苦しみが臨むように、突然の破滅

が彼らを襲います。それを逃れることは決してできません。

4 しかし、兄弟たち。あなたがたは暗闇の中にいないので、その日が盗人のようにあなたがたを

襲うことはありません。

5 あなたがたはみな、光の子ども、昼の子どもなのです。私たちは夜の者、闇の者ではありませ

ん。

6 ですから、ほかの者たちのように眠っていないで、目を覚まし、身を慎んでいましょう。

7 眠る者は夜眠り、酔う者は夜酔うのです。

8 しかし、私たちは昼の者なので、信仰と愛の胸当てを着け、救いの望みというかぶとをかぶ

り、身を慎んでいましょう。

9 神は、私たちが御怒りを受けるようにではなく、主イエス・キリストによる救いを得るように

定めてくださったからです。

10 主が私たちのために死んでくださったのは、私たちが、目を覚ましていても眠っていても、主

とともに生きるようになるためです。

11 ですからあなたがたは、現に行っているとおり、互いに励まし合い、互いを高め合いなさい。

12 兄弟たち、あなたがたにお願いします。あなたがたの間で労苦し、主にあってあなたがたを指

導し、訓戒している人たちを重んじ、



13 その働きのゆえに、愛をもって、この上ない尊敬を払いなさい。また、お互いに平和を保ちな

さい。

14 兄弟たち、あなたがたに勧めます。怠惰な者を諭し、小心な者を励まし、弱い者の世話をし、

すべての人に対して寛容でありなさい。

15 だれも、悪に対して悪を返さないように気をつけ、互いの間で、またすべての人に対して、い

つも善を行うように努めなさい。

16 いつも喜んでいなさい。

17 絶えず祈りなさい。

18 すべてのことにおいて感謝しなさい。これが、キリスト・イエスにあって神があなたがたに望

んでおられることです。

19 御霊を消してはいけません。

20 預言を軽んじてはいけません。

21 ただし、すべてを吟味し、良いものはしっかり保ちなさい。

22 あらゆる形の悪から離れなさい。

23 平和の神ご自身が、あなたがたを完全に聖なるものとしてくださいますように。あなたがたの

霊、たましい、からだのすべてが、私たちの主イエス・キリストの来臨のときに、責められる

ところのないものとして保たれていますように。

24 あなたがたを召された方は真実ですから、そのようにしてくださいます。

25 兄弟たち、私たちのためにも祈ってください。

26 すべての兄弟たちに、聖なる口づけをもってあいさつをしなさい。

27 この手紙をすべての兄弟たちに読んで聞かせるよう、私は主によって堅く命じます。

28 私たちの主イエス・キリストの恵みが、あなたがたとともにありますように。


